
激
動
の
幕
末
・維
新
の
時
代
を
生
き
、

短
く
も
激
し
い
生
涯
を
お
く
っ
た

ク幕
末
の
風
雲
児
ク
高
杉
晋
作
。

そ
の
生
き
様
を
、高
杉
晋
作
の
残
し
た
言
葉
、

関
わ
っ
て
き
た
人
た
ち
か
ら
感
じ
て
み
る
。第

二
章

～
人
物
編
～
一

トビ

一
Ｌ
Ｆ

・１１

レ . 、

め
¬

」

Ｅ

Ｆ



萩・下関 高杉晋作広域連携事業協議会
下関市事務局 ●083‐231‐1350(下関市観光交流部観光政策課内)

萩市事務局 80838‐ 25‐3139(萩市商工観光部観光課内)
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萩
・下
関
ス
タ
ン
プ
一フ
リ
ー
ロ
園
隧

平
成
２７
年

Ｈ

月

１

日

言

）
～

平
成
２８
年

３

月

３‐

日

宋

）

ク幕
末

の
風
雲
児
″
高
杉
晋
作
が
駆
け
抜
け
た
街
、

萩
・
下
関
を
巡
る
。

各
市
１
箇
所
（合
計
２
箇
所
）
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ア
イ
ル
を

も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

窮
″】ル”
露
一「く壼Ｅ

●
種
鮮
離
解
産
■一夢

抽
選
で
２０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
′

宿
泊
券
、
お
食
事
勢
．
海
響
鶴
チ
ケ
ッ
ト
、
萩
焼
な
ど
が
当
た
る
＝

＊
ブ
レ
ゼ
ン
ト
の
当
選
発
表
は
■
品
の
発
選
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

フリガナ

お名前 年 齢

電  話 性別 男

コメント欄

71:」

||||!け it

特産品プレゼント応募票

11等J羊
生争最苧 [等萩

下   山陰本線★   長    山腱本●
匡コーココー 「1-― ‐萩

関   120分    市   32分

◎スタンプラリ…に関するお問い合わせは

萩・ 下 関  高 杉 晋 作 広 域 連 携 事 業 協 議 会

下関市事務局●083‐ 231‐ 1350(下関市観光交流部観光政策課内)

萩市軍務局壼0838‐ 25‐ 3139(萩市商工観光部観光課内)

ンCキ リトリ線――――――――――――――一―――――――――――一―

T     ~

住 所

e萩
薇
中
心
部
　
　
　
萩
中
心
部

小
卜

Ｃ
　

　

．．肩
‐
ｃ

暉一̈勁̈　　̈
一価̈

下
関

Ｉ
Ｃ
　
　
　
下
間
中
心
部

下
関

【ア
ク
セ
ス
ご
案
内
】

●

　

●

o     00
*花燃 ゆ大河 ドラマ館の開館は平成 28年 1月 10日 まで

..● ミ

巌薇・下関各,菫所のスタンプを押印し応凛稟に必■事項をご記入の上、スタンプ設置場所にご提出ください。※ご記入いただいた個人情報は 抽選および賞品の発送以外には使用いたしません

●下関駅観光案内所 (」 R下関駅■肉h083‐ 232‐ 8383)
●新下関駅観光案内所(JR新下園駅■内L083‐256‐ 3422)
●長府観光会館 (下関市長府待町h083‐246‐ 1120)

※萩市は各スタンプポイントになります

スタンプ欄T層遍スタンプ欄



長州藩
門下生
一　
　
　
期
一別

七卿落ちで
長州へ退去

薩長同盟をとりなす

薩長同盟
をとりなす

欧米列強
四 ″
四 ″
ロ

土佐藩

幕末の四賢侯

「船中八策」を進言

幕末維新の人物・組織相関図

I対立  松下村塾塾生

a
ふ 奪

〔長州藩士]

伊藤博文

毎

朝廷

新選組



青二（・嚇］̈
』̈仰舞わ】枠】な動̈

自
宅
で
開
い
た
私
塾
が
そ
の
始
ま
り
。
後
に
松

陰
の
外
伯
父
に
あ
た
る
久
保
五
郎
左
衛
門
が
継

ぎ
、
安
政
４
年
（１
８
５
７
）、
２８
歳
の
松
陰
が

こ
れ
を
継
承
、
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松

陰
は
身
分
や
階
級
に
と
ら
わ
れ
ず
塾
生
を
受
け

入
れ
、
わ
ず
か
１
年
余
り
の
間
に
、
久
坂
玄
瑞
、

高
杉
晋
作
、伊
藤
博
文
、山
県
有
朋
、
山
田
顕
義
、

品
川
弥
二
郎
な
ど
、
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な

り
、
明
治
新
政
府
で
活
躍
し
た
多
く
の
逸
材
を

育
て
た
。
平
成
２７
年
（２
０
１
５
）
に
「明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産

製
鉄
・製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」
の
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

極

【
現
代
語
訳
】
自
分
は
両
親
の
こ
と
を
思

い

睛
　
心
配
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
自
分
が
親
を

松
　
思
う
心
よ
り
も
、
親
は
は
る
か
に
自
分
の

こ
と
を
思

い
気

に
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
親
は
、
今
日
私
が
処
刑
さ
れ
た
と

い

う
知
ら
せ
な
ど
ん
な
思

い
を
し
て
間
く
の

だ
ろ
う
か
。

江
戸
在
獄
中
の
安
政
６
年
（１
８
５
９
）
に
父
・

叔
父
・兄
ら
に
宛
て
た
書
状
の
中
の
も
の
で
、刑

死
す
る
一
週
間
ほ
ど
前
に
詠
ま
れ
た
歌
。

ド
ぎ
゛
ろ
親
に

け
ふ
の
お
ピ
寸
は
何
ピ
き
く
ら
ん

家族の目を盗んで…
塾生のひとり、高杉晋作は、松下村塾に

通 うことを禁 じられていたため、夜中に

家族の目を盗んで萩城下の自宅から30
分ほどの距離にある村塾に通っていた。

―

奪 叢
=:デ

:

L、  セ連
`ぇ

|



|」イ|:':l:
下
村
塾l

の

双

璧

舌
へ
行
く
人
を
ｔ
た
ひ
て
東
一行
く

う
が
に
を
ば
神
や
ｔ
ろ
ら
な

【
現
代
語
訳
】
西
行
法
師
を
慕

い
私
は
東
行
と
名

乗
り
ま
す
。
東

へ
向
か
お
う
と
す
る
私
の
心
は
神

の
み
ぞ
が
知

っ
て
い
ま
す
。

晋
作
が
主
張
す
る
剛
拠
論
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、文
久

３
年
（１
８
６
３
）、
‐０
年
間
の
暇
を
請
い
許
さ
れ
、剃
髪

し
て
東
行
と
号
し
た
際
に
麻
ん
だ
歌
。

高
杉並日

旅行久
坂玄

瑞

【
現
代
語
訳
翌
日
作

の
高

い
見
識
を
も

っ
て
、
玄
瑞

の

オ
を
行
う
な
ら
ば
、
気
力

は
元

々
あ

る
の
だ

か
ら
、

成
就
し
な

い
も

の
は
な

い
。

安
政
５
年
（１
８
５
８
）
に
江
戸
遊
学
に
行
く
晋
作
に
松
陰

が
贈

っ
た
文
の
中
に
あ
る

一
節
。
松
陰
は
晋
作
を
猛
勉
強

さ
せ
る
た
め
、
久
坂
を
ラ
イ
パ
ル
視
す
る
よ
う
に
仕
向
け
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
さ
せ
て
い
た
。
松
陰
は
晋
作
と
久
坂

の
二
人
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
は
何
も
な
い

と
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

場
人
の
識
を
以
つ
て
、
玄
瑞
の
オ
を
行
ふ

気

ほ
皆
典

ｌｔ
素
∫
ｂ
有
可
ろ
ピ
こ
う
、

高杉晋作誕生地

幕末の風雲児・高杉晋作の生ま

れ育った場所。敷地内には晋作

ゆかりの品や東行と号 した歌碑

や詩碑、産湯の井戸などがあり、

当時の面影をよく残 している。

萩市南古萩町23 TEL 0838-22‐3078
アクセスト萩循環まあ―るパス(西 回リコース)

「萩博物館前」バス停より徒歩7分



毛
利
敬
親

長
州
藩
の
第
１３
代
藩
主
の
毛
利
敬
親
は
、家
臣
の
意

見
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
こ
と
が
な
く
、
常
に

「そ
う
せ
い
（そ
う
し
な
さ
い
こ
と
答
え
て
い
た
こ

と
か
ら
「そ
う
せ
い
侯
」
と
称
さ
れ
た
。
有
為
な
人
材

を
積
極
的
に
登
用
し
、
の
び
の
び
と
活
躍
さ
せ
て
い

た
敬
親
公
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
長
州
藩
が
明
治
維

新
の
原
動
力
に
な
り
え
た
と
い
わ
れ
る
。

花
し
た
茶
室
で
、
明
治
期
に
指

月
公
園
内
に
移
築
さ
れ
た
。

幕
末
期
、
敬
親
は
こ
の
茶
室

で
家
臣
た
ち
と
時
勢
を
論

じ
、
国
事
を
画
策
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

江
茶
亭
は
、

１３
代
藩
主
。毛
利
敬
親
が

旧
三
の
丸
に
あ

っ
た
藩
主
別
邸
花
江

御
殿
内
に
増
築

泰
然
写
若
「
後

,・

F「 ― _:` _・
=二

T ′ =
■
 : =́・

 _1   11F■
■

萩城跡・指月公園
慶長9年 (1604)に 毛利輝元が

指月山麓に築城 したことから、

別名指月城 とも呼ばれる。山麓

の平城 と山頂 の山城 とを合 わ

せた平山城。明治7年 (1874)に
天守閣、矢倉などの建物 は全て

解体 され、現在は石leと 堀の一

部が音の姿 をとどめている。一

帯は世界文化遺産に登録、国の

史跡 に指定。石垣 などがライト

アップされた夜間も見どころ。

鶯
=三

ギ

く
ち
ぜ
い



生粋のリー
木
戸
孝
允
が
家
の
二
階
の
桁
に
落
書
き
し
た
言
葉
。
元

は
『論
語
」
泰
伯
篇
に
出
て
く
る
言
葉
で
、
「死
ん
で
は
じ

め
て
や
め
る
＝
生
き
て
い
る
限
り
力
を
尽
く
す
、
死
ぬ

ま
で
努
力
を
続
け
る
」
と
い
う
意
味
。
一口
田
松
陰
の
「士

規
七
則
」
の
七
則
目
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の

落
書
き
部
分
は
保
存
さ
れ
、木
戸
孝
允
旧
宅
内
に
展
示

さ
れ
て
い
る
。

木
戸孝

允

死
而
後
已

城
城
下
町
に
あ
る
町
筋
は
碁
盤
目
状
に
画
さ
れ
、

武
家
屋
敷
や
町
屋
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
町
筋

の
菊
屋
横
町
、
伊
勢
屋
横
町
、
江
戸
屋
横
町
は

い
ず
れ
も
当
時
の
豪
商
の
名
前
を
冠
し
た
も
の
。
そ
の
う

ち
菊
屋
家
住
宅
は
現
在
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
公

開
さ
れ
て
い
る
。
城
下
町

一
帯
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

`

木戸孝允旧宅
西郷隆盛、大久保利通 と並び「維新の

三傑」と護われた木戸孝允、別名“桂小

五郎
・の生家。生まれてから江戸に入る

までの約20年 間を過ごした木造瓦葺2

階建ての家には、誕生の間や幼少時代

の手習いの書を表装 した掛 け軸、写真

などが展示 されている。ボランティアガ

イドが常駐 しているので詳 しい説明を

聞くこともできる。

瓢
Lゴ

閣
萩市呉月風町 2‐ 37 TEL 0838‐ 25‐1750(萩 市観光協会 )

アクセスト萩循環まあ―るパス (西 回リコース)

「萩美術館浦上記念館・萩城城下町入口」バス停より徒歩4分
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奇
兵
稼

結
鰺
す

い
か
ネ
ｉ
ら
え
基
警
可

らゝ
人
ヽ
の
た
い
へ

つヽ
ミ
ヽ
ド

こ
や
ぜ
ろ
君
か
∫
ろ
の
寒
゛
ほ

【
現
代
語
訳
】
私
（
正

一
郎
）
で
す
ら
冬
の
寒
さ
は
耐

え
が
た
い
の
に
、
病
で
痩
せ
た
あ
な
た
の
日
作
）
に
と

っ
て
冬
の
夜
の
寒
さ
は
つ
ら
い
で
し
ょ
う
。

荷
受
問
屋
の
白
石
正

一
郎
は
、奇
兵
隊
を
財
政
的
に
支
え
、

自
ら
も
隊
士
と
し
て
活
動
し
た
、
明
治
維
新
の
影
の
功
労

者
と
も
い
え
る
人
物
。彼
は
優
れ
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
。彼

の
人
百
余
首
の
歌
を
収
め
た
歌
集
「松
の
お
ち
葉
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
再
び
病
気
の
高
杉
晋
作
を
見
舞
っ
た
際
に
詠

ん
だ
歌
。

白
石
正

一
郎

久
三
年
（１
８
６
３
）
６
月
、
攘
夷
戦

の
敗
北
を
受
け
、
萩
藩
主
か
ら
馬
関

（下
関
）
防
衛
の
再
編
を
命
じ
ら
れ
た

高
杉
晋
作
。
す
ぐ
さ
ま
下
関
に
向
か
っ
た
晋
作

は
、
竹
崎
の
自
石
正

一
郎
邸
（写
真
上
）
に
入
り
、

入
江
九

一
ら
同
志
と
図
り
、
奇
兵
隊
を
結
成
し

た
。
そ
の
際
、
正

一
郎
は
弟
の
廉
作
ら
と
共
に

奇
兵
隊

へ
入
隊
。
以
後
、
献
身
的
な
支
援
を
続

け
た
よ
う
だ
が
、
慶
応
元
年
（１
８
６
５
）
５
月

に
正

一
郎
は
奇
兵
隊
を
脱
退
し
て
い
る
。

自石正一郎宅 浜門写真 (個人蔵 下関市立長府博物館寄託)

1

|

白石正一郎旧宅跡
(奇兵 隊 結 成の地 )

自石正一郎は、清末藩領竹崎の大年寄で荷受問

屋。薩摩藩・萩藩の御用達を勤めた。鈴木重胤に

国学 を学び、勤王の志が強く、当地を訪れた高杉

晋作・久坂玄瑞など多くの人々を物心両面にわた

って支えた。旧宅跡には、現在石碑が建っている。

下関市竹崎町3丁 目8‐ 13

アクセスト」R下関駅から徒歩5分



●
．

口天Iわ
眸
仄挙

元

癬

議
穏

甦

長
州
征
討
が
実
行
さ
れ
た
。
藩
内
は
朝

廷
・幕
府
に
恭
順
を
示
す
保
守
派
が
主

導
権
を
握
る
と
、
征
長
軍
が
提
示
し
た

三
家
老
切
腹
、
萩
藩
主
の
蟄
居
謹
慎
な

ど
を
実
行
、
長
州
征
討
の
早
急
な
解
決

を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
保
守
派
政
権

の
対
応
に
不
満
を
顕
に
し
た
晋
作
は
、

藩
政
の
一
新
を
求
め
、
奇
兵
隊
ほ
か
多

く
の
諸
隊
と
袂
を
分
ち
、
決
起
を
決

意
。

１２
月
１６
日
の
明
け
方
、
功
山
寺
を

訪
れ
た
晋
作
は
、
三
条
実
美
ら
五
卿
に

「
こ
れ
よ
り
は
、
長
州
男
子
の
腕
前
を

お
目
に
か
け
申
す́
べ
し
」
と
告
げ
、
伊

藤
俊
輔
ほ
か
わ
ず
か
な
兵
を
率
い
て
、

萩
藩
の
新
地
会
所
に
向
か

っ
た
の
で

あ
る
。

高
杉工

日
洗Ｔ

°
 .」 :`■

【
現
代
語
訳
】
国
を
売
り
主
君
を

囚
え
る
よ
う
な
者
が
ま
か
り
通

っ
て
い
る
。
忠
臣
が
現
れ
義
の
た

め
に
死
ぬ
の
は
こ
の
時
だ
。
文
天

祥
（南
宋
の
忠
臣
）
の
高
節
と
鄭

成
功
（清
に
抗
し
た
明
の
謀
臣
）

の
謀
略
。
こ
の
二
人
の
長
所
を
学

ん
で
一
人
で
備
え
た
い
。

下
関
に
戻
っ
た
晋
作
の
決
意
。挙
兵

を
前
に
し
て
中
国
史
上
で
「忠
臣
」

と
称
え
ら
れ
る
文
天
祥
と
鄭
成
功

の
二
人
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
人
物

に
な
り
た
い
と
い
う
。筑
前
藩
士
月

形
洗
蔵
や
大
庭
伝
七
に
書
き
与
え

た
も
の
も
あ
る
が
、字
旬
に
多
少
の

異
動
あ
り
。
下
関
市
日
和
山
公
園
に

は
こ
の
詩
を
刻
ん
だ
碑
が
あ
る
。

国
４
売
ｂ
君
を
因
え
て
二
ら
ご
ろ
無
ｔ

恙
臣
義

ド
死
可
足
ｌｔ
新
の
晨

ス
洋
の
高
節
茂
力
の
略

二
人
を
学
ん
で

一

踊

功山寺
嘉暦2年 (1327)創 建の曹洞

宗の寺で、長府毛利家の書

提寺でもある名刹。仏殿は、

鎌倉 時代の禅宗様 建築 を

代表するもので、国宝に指

定 されている。桜 と紅葉の

名所としても知 られる。門前

に回天義挙の碑、境内には

馬上姿 の高杉 晋作 義挙銅

像が建てられている。

下関市長府りll端 1丁 目2-3

アクセストサンデン交通「城下町長府」バス停より
徒歩10分

ヽ
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君え
の

ド
豊
ろ

芹
お
姑
寿
仰
で
答
え
ん

並日
え廿

州
藩
に
よ
る
関
門
海
峡
の
封
鎮
、
朝

廷
。幕
府
に
よ
る
横
浜
鎖
港
・貿
易
統

制
な
ど
、
あ
く
ま
で
も
攘
夷
を
貫
く

日
本
に
対
し
て
、欧
米
列
強
は
警
戒
心
を
抱
く
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、連
合
国
（英
・仏
・蘭
。米
）

は
日
本
国
内
の
攘
夷
勢
力
に
打
撃
を
与
え
る
た

め
、
下
関
攻
撃
を
計
画
し
た
。

元
治
元
年
（１
８
６
４
）
８
月
５
日
、
四
国
連

合
艦
隊
が
砲
撃
を
開
始
。
瞬
く
間
に
下
関
の
各

砲
台
は
撃
破
さ
れ
、
前
田
砲
台
は
連
合
国
軍
に

上
陸
を
許
し
て
し
ま
う
。

８
月
８
日
、
長
州
藩
は
高
杉
晋
作
を
正
使
と

し
て
連
合
国
に
体
戦
を
申
し
入
れ
た
。
さ
ら
に
、

・４
日
に
家
老
宍
戸
備
前
を
派
遣
し
て
関
門
海
峡

の
自
由
航
行
。再
武
装
の
禁
止
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
講
和
条
件
を
承
諾
。
以
後
、
講
和
交
渉
は

連
合
国
と
幕
府

の
間
で
行
わ
れ
、
賠
償
金

３
０
０
万
ド
ル
が
幕
府
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と

に
決
ま
っ
た
。

【
現
代
語
訳
】
国
内
は
乱
れ
外
敵
も
迫

っ
て
き
た
。
ま
さ

に

一
大
事

の
時
で
あ
る
。
自
分
は
主
君
の
た
め
、
国
の

た
め
、
た
だ
尽
く
す
の
み
だ
。
た
と
え
、
自
分
の
命
や
名

が
奪
わ
れ
て
も
、
何
も
悲
じ
む
こ
と
は
な
い
。

元
治
元
年
（１
８
６
４
）
、禁
門
の
変
で
敗
北
を
喫
し
た
長
州

藩
は
、第

一
次
長
州
征
討
が
実
行
さ
れ
る
と
、藩
政
は
朝
廷
・

幕
府
に
恭
順
す
る
保
守
派
に
握
ら
れ
た
。
晋
作
た
ち
は
失
脚

し
た
が
、そ
の
時
の
心
境
を
詠
ん
だ
詩
。△７
日
詩
吟
な
ど
で
最

も
よ
く
吟
じ
ら
れ
る
代
表
作
の
ひ
と
つ
。

高
杉



戦 昔
ヽ｀作

最

り
も

小
分
ロ

ひ
く
ごヽ
酒

君
が
可
可
め
ヽ
あ
ｂ
さ
ま
ほ

ロ

ド
ｔ
耳
ド
ｔ
な
お
残
ｂ
け
ｂ

有
朋

【
現
代
語
訳
】
ひ
さ
ご
酒
を
君
が
私

に
す
す
め
て
く
れ
た
そ
の
様
子
は
、

今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。

晋
作
は
小
倉
口
の
戦
い
の
折
に
も
瓢
酒

を
飲
み
な
が
ら
指
揮
を
し
て
い
た
と
い

う
。
こ
の
歌
は
大
正
５
年
に
晋
作
が
持
っ

て
い
た
瓢
に
再
会
し
た
有
朋
が
往
時
を

懐
か
し
ん
で
詠
ん
だ
も
の
。
晋
作
と
の
思

い
出
は
有
朋
の
青
春
に
直
結
す
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

士
元
＾

鰤
峰
珈
一
櫛
］
』
“
¨
中
π
動
¨
【
中

（１
８
６
６
）
６
月
７
日
、
つ
い
に
征
長
軍
は
周
防

大
島

へ
砲
撃
を
開
始
。
幕
長
戦
争
の
火
蓋
が
切
ら

れ
た
。
６
月
１７
日
に
は
関
門
海
峡
を
挟
ん
で
対
峙

し
た
長
州
軍
と
征
長
軍
で
も
戦
間
が
始
ま
る
（小

倉
回
の
戦
い
）
。

長
州
軍
は
奇
襲
攻
撃
で
機
先
を
制
し
、
戦
い
を

優
位
に
す
す
め
た
が
、
征
長
軍
の
反
撃
に
あ
い
、

幕
長
戦
争
最
大
の
犠
牲
者
を
出
す
。
均
衡
状
態
が

続
く
中
、
将
軍
徳
川
家
茂
が
亡
く
な
る
と
、
征
長

軍
は
撤
退
。
後
に
体
戦
が
成
立
し
た
。

海
軍
総
督
の
晋
作
は
戦
陣
に
身
を
置
き
、
長
州

軍
を
鼓
舞
し
て
勝
利
を
目
指
し
た
が
、
志
半
ば
、

体
の
不
調
を
訴
え
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

髯
趣７

　
．

高
杉
晋
作

【現
代
語
訳
】
ど
の
よ
う
な
世
の
中
で
あ

ろ
う
と
も
、
心
の
働
き
に
よ

っ
て
、
〓甲
日

く
生
き
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

有
名
な
晋
作
辞
世
の
句
と
言
わ
れ
る
歌
。
一死

の
床
に
あ

っ
た
晋
作
が
詠
み
、
看
病
し
て

い

た
野
村
望
東
尼
が
「す
み
な
す
も
の
は
心

な

り
け
り
」
と
い
う
下
の
句
を
つ
け
た
と
言

わ

れ
て
い
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
こ

の

歌
は
死
の
前
年
に
す
で
に
詠
ま
れ
て
い
た

と

高杉詈作療養の地
病 をおして戦い、幕府軍を駆遜 した

晋作は桜山のふもとの小さな家屋
に転居 し、療姜生活にはいった。

晋作がその生涯を開した場所。27餞
という若さであった。現在は石碑が
違つ。

n.oo士
ロ

い
う
説
が
有
力
。

・ 1ヽ●

お
ｔ
ｔ
う
ふ

こ
ピ
ｔ
な
さ
せ
を
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東行庵

高杉晋作の墓は東行庵の裏山、清水山にある。

晋作が死ぬ間際に「吉田へ…」とつぶやいたこ

とから同所に葬 られることとなった。東行庵の

前身は、山縣有朋が所有 していた「無隣庵」で、

晋作の愛人・おうの (出 家 し梅処尼)に 与え、著

名士の寄附により東行庵が建てられ、梅処尼に

贈られた。

下関市吉田1184

アクセストJRJヽ月駅よリサンデン交通バスで
14分「東行庵入口」バス停より徒歩5分

お
ｔ
ｔ
う
く


